
（
筆
者
略
歴
）
同
志
社
大
学
卒
業
。
２
０
１
７
年
一

橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
よ
り
博
士
（商
学
）。
２

０
１
８
年
か
ら
現
職
。
２
０
２
０
年
か
ら
東
京
都
立

大
学
大
学
院
客
員
准
教
授
。専
門
は
人
的
資
源
管
理
。

主
著
に
『
若
年
者
の
早
期
離
職
』
（中
央
経
済
社
）
。

　
日
本
企
業
の
人
材
投
資

に
つ
い
て
、連
載
第
１
回
、

第
２
回
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
を
も
と
に
し
た
知
見
を

共
有
し
て
き
た
。第
３
回
、

第
４
回
は
、
従
業
員
サ
ー

ベ
イ
調
査
か
ら
推
測
さ
れ

る
日
本
企
業
の
課
題
と
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
述

べ
て
い
く
。

　
今
回
、
企
業
の
人
材
投

資
と
生
産
性
の
関
係
を
調

査
す
る
た
め
、
従
業
員
サ

ー
ベ
イ
を
実
施
し
た
。
対

象
は
、
日
系
企
業
と
外
資

系
企
業
の
日
本
支
社
に
勤

め
る
２
３
０
０
名
（
日
系

１
３
４
７
名
、
外
資
系
９

５
３
名
）
の
正
社
員
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
�
代

か
ら
�
代
の
若
手
層
を
中

心
に
、
企
業
が
行
う
「
能

力
開
発
支
援
」
、
「
組
織

開
発
支
援
」
、
「
自
己
啓

発
支
援
」の
人
材
投
資
と
、

従
業
員
の
「
主
観
的
な
生

産
性
」
が
ど
の
よ
う
な
関

係
に
あ
る
の
か
を
分
析
し

て
い
る
。
今
回
は
分
析
結

果
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を

三
つ
紹
介
し
て
い
き
た

い
。

　
ま
ず
一
つ
目
は
、
統
計

的
な
視
点
か
ら
見
た
場

合
、
企
業
が
行
う
各
種
の

人
材
投
資
は
「
直
接
的
」

に
は
従
業
員
の
主
観
的
生

産
性
に
寄
与
し
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
事
実
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
個
人
の
能

力
開
発
支
援
や
組
織
開
発

の
支
援
を
行
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
直
接

か
つ
即
時
的
に
社
員
の
生

産
性
が
向
上
す
る
こ
と
は

考
え
に
く
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
で
は
一
体
ど
の

よ
う
な
要
因
が
社
員
の
生

産
性
を
向
上
さ
せ
る
カ
ギ

と
な
る
の
か
。

　
今
回
の
調
査
か
ら
明
ら

か
に
な
っ
た
の
は
、
「
プ

ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
行
動
」
と

「創
造
的
思
考
プ
ロ
セ
ス
」

と
い
う
二
つ
の
要
因
が
、

従
業
員
の
主
観
的
な
生
産

性
に
強
い
影
響
を
与
え
て

い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
行
動
と

は
、
「
よ
り
良
い
仕
事
の

や
り
方
を
取
り
入
れ
よ
う

と
す
る
」
、
「
よ
り
効
率

的
に
な
る
よ
う
、
仕
事
の

や
り
方
を
し
ば
し
ば
変
え

る
」
な
ど
、
仕
事
に
対
す

る
主
体
的
・
能
動
的
な
行

動
を
指
す
。
ま
た
、
創
造

的
思
考
プ
ロ
セ
ス
と
は
、

「
問
題
の
本
質
を
理
解
す

る
た
め
に
、
時
間
を
か
け

て
考
え
る
」
、
「
幅
広
い

多
様
な
情
報
を
参
照
す

る
」
な
ど
、
仕
事
に
対
す

る
主
体
的
・
能
動
的
な
思

考
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

「
通
常
の
業
務
範
囲
を
超

え
た
思
考
・
行
動
」
が
出

来
て
い
る
か
ど
う
か
が
、

従
業
員
の
主
観
的
な
生
産

性
に
強
く
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
換
言
す
れ
ば
、
業
務

と
し
て
定
め
る
こ
と
が
困

難
な
主
体
的
・
能
動
的
な

活
動
を
い
か
に
促
進
す
る

か
、
と
い
う
疑
問
が
生
産

性
向
上
へ
の
カ
ギ
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
二
つ
目
の
発
見
は
、
プ

ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
行
動
や
創

造
的
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
促

進
す
る
要
因
は
必
ず
し
も

仕
事
上
の
ス
キ
ル
・
能
力

で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ

る
。
今
回
、
探
索
的
な
分

析
を
行
っ
た
結
果
、
プ
ロ

ア
ク
テ
ィ
ブ
行
動
や
創
造

的
思
考
プ
ロ
セ
ス
を
促
進

す
る
要
因
と
し
て
、
「
自

己
効
力
感
」
、
「
企
業
理

念
へ
の
共
感
」
、
「
ジ
ョ

ブ
・
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
」
、
「
デ
ジ
タ
ル
リ
テ

ラ
シ
ー
」
の
四
つ
が
確
認

さ
れ
た
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

自
己
効
力
感
や
企
業
理
念

へ
の
共
感
な
ど
、
仕
事
の

ス
キ
ル
・
能
力
と
は
直
接

関
係
の
な
い
従
業
員
の

「気
持
ち
・
感
情
・
態
度
」

等
が
、
主
体
的
・
能
動
的

な
活
動
を
促
進
し
て
い
た

点
で
あ
る
。
便
宜
的
に
こ

れ
を
「
マ
イ
ン
ド
面
」
と

呼
ば
せ
て
頂
く
が
、
こ
の

マ
イ
ン
ド
面
の
在
り
よ
う

が
、
主
体
的
・
能
動
的
な

活
動
を
促
進
し
、
主
観
的

な
生
産
性
に
寄
与
し
て
い

る
こ
と
が
統
計
的
に
も
確

認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
、

こ
れ
ら
の
マ
イ
ン
ド
面
を

「
能
力
開
発
支
援
」
、
「組

織
開
発
支
援
」
、
「
自
己

啓
発
支
援
」
が
促
進
し
て

い
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
て

い
る
。

　
少
々
複
雑
に
な
っ
た
の

で
、ま
と
め
て
い
き
た
い
。

今
回
の
定
量
分
析
か
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
次

の
よ
う
な
流
れ
で
あ
る
。

ま
ず
、
企
業
が
行
う
各
種

の
人
材
投
資
は
、
ス
キ
ル

・
能
力
の
向
上
だ
け
で
な

く
、
自
己
効
力
感
や
企
業

理
念
へ
の
共
感
な
ど
の
マ

イ
ン
ド
面
も
促
進
す
る
。

こ
の
マ
イ
ン
ド
面
の
促
進

は
、
プ
ロ
ア
ク
テ
ィ
ブ
行

動
や
創
造
的
思
考
プ
ロ
セ

ス
な
ど
、
業
務
範
囲
を
超

え
た
主
体
的
・
能
動
的
な

活
動
を
促
進
し
、
主
観
的

な
生
産
性
の
向
上
に
結
び

付
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
企
業
の
人
材
投
資

は
、
直
接
で
は
な
く
「
間

接
的
」
に
生
産
性
の
向
上

に
寄
与
し
て
い
る
と
い
う

の
が
、
本
研
究
の
結
論
で

あ
る
。
ま
た
、
主
観
的
生

産
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
従
業
員
の
「
マ
イ
ン

ド
面
」
に
働
き
掛
け
る
こ

と
の
重
要
性
が
定
量
的
に

も
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。

こ
れ
は
今
後
の
人
材
投
資

の
方
向
性
を
考
え
る
上
で

も
重
要
な
示
唆
に
な
る
だ

ろ
う
。

　
実
は
、
日
系
企
業
と
外

資
系
企
業
の
人
材
投
資
の

相
違
点
も
、
こ
の
マ
イ
ン

ド
面
へ
の
働
き
掛
け
に
あ

る
と
い
う
の
が
最
後
の
示

唆
で
あ
る
。
今
回
、
日
系

・
外
資
系
企
業
の
社
員
に

Ｏ
Ｊ
Ｔ
、Ｏ
ｆ
ｆ
―
Ｊ
Ｔ
、

自
己
啓
発
支
援
の
実
施
状

況
を
尋
ね
た
所
、
顕
著
な

差
が
表
れ
た
の
が
「
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
」
、
「
コ
ー
チ

ン
グ
・
メ
ン
タ
リ
ン
グ
」
、

「
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
社
員
の

「気
持
ち
・
感
情
・
態
度
」

に
働
き
掛
け
る
施
策
と
い

え
る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本

企
業
に
お
い
て
も
こ
れ
ら

の
施
策
が
行
わ
れ
て
い
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
先
の

施
策
だ
け
で
な
く
、
企
業

理
念
の
浸
透
活
動
や
社
員

旅
行
、
社
員
総
会
、
運
動

会
な
ど
も
マ
イ
ン
ド
面
へ

の
働
き
か
け
と
捉
え
ら
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
マ
イ
ン
ド
面
へ
の

働
き
掛
け
を
「
組
織
的
・

体
系
的
」
に
行
い
、
精
緻

に
効
果
測
定
を
行
っ
て
い

る
日
本
企
業
は
ほ
ぼ
皆
無

で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と

が
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら

も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
マ
イ
ン
ド
面
へ
の
働
き

掛
け
は
、
成
果
や
費
用
対

効
果
が
見
え
に
く
い
と
い

う
特
徴
が
あ
る
た
め
、
二

の
足
を
踏
ん
で
し
ま
う
企

業
も
多
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
今

回
の
調
査
か
ら
見
え
て
き

た
重
要
な
点
は
、
ス
キ
ル

・
能
力
の
育
成
と
共
に
、

マ
イ
ン
ド
面
へ
の
働
き
か

け
が
生
産
性
向
上
の
カ
ギ

と
な
る
可
能
性
で
あ
る
。

ス
キ
ル
・
能
力
の
育
成
と

マ
イ
ン
ド
面
へ
の
働
き
掛

け
を
「
両
輪
で
回
す
」
こ

と
が
、
今
後
日
本
企
業
が

取
り
組
む
べ
き
人
材
投
資

の
課
題
・
テ
ー
マ
の
一
つ

に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。


